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　　　　　　　　叙事詩の宗教哲学

一Moksadhamla－parvan和訳研究（XV1）L．

茂木秀淳

［221章］（続き）（篇D．228章、8374－8428，K235章）

（61）　子供たちの2食べ物を3、子供たちが見ている前で自分たちで食べ、そして、すべての使用

　　　人の前で食：：事をした4のである、このダーナヴァたちは。

（62）　（彼らダーナヴァたちは、）早飯、豆飯5、肉、パンやケーキを自分のために料理させ、露分

　　　のためだけに肉を（vrth巨mams盗ni）食べたのである。

（63）　（晶々は）皆、日の出まで寝ており6、早朝を夜としていた（寝ていた）のである7。どこ

　　の家でも毎日（d量var盃tram）喧嘩が起こった。

（64）　卑しき人々は、高貴な人が座っていると、そこに尊敬をもって近づくことはなかった。生活

　　期を実践している人々と、悪しき行為をなす人とは、互いに相手を憎んだ。（種性の）混合8が

　　生じ、（種姓の）浄化（≦auca）は生じなかった。

（65）　ヴェーダに通じた賢者と、明らかには遇じていない老とが、尊敬と軽蔑において、正しく

　　区別されることはなかった9。

（66）　戯れの姿や飾った姿をして動いたり止まったりするのを経験しようと（？）lo、下女たちは、

　　悪しき人々の行なった行為（vidhi）を行なった。

　正本稿は『叙事詩の宗教哲学一Mok夢adhar貸1a－parva！圭漁訳研究（XV）一』（僑州大学教育挙部研究紀要第99号2000

年3月）に続くものである。賂号などは前稿に準じ、本稿から用いるものは以下のとおりである。

　　。K：．：Sriman　M＆h護bh護rata，　Accorqillg　to　So融em　Recellsion　I3ased　oll　the　South　Il油a…｝馳xts　With　Footaotes

　　　and　Readlngs，　Sri　Garib　I）ass　Orienta豆Sc蜘s　No．72，　Flrst　P摂b圭lshed：K“mbhako照m玉906－1910．

　　oHopkins［1903｝：E．　W　Hopkins，1㌃ガ。α1’枷。’08y，　JAOS．　voL24，　pp．7－56，1903．

　　⑥Frauwa雛er｛：玉9251：E，　Frauwall茎｝er，び漉r釧。加η8εηzμη～ハ40た躍伽ω7πα．　Z）∫召η励’．∫吻齢ンf∫互3cん8η7謡ε，

　　　JAOS　45，1925　pp．51－67．（Kleille　Shchrif豊en，　pp．38－54）

　　⑧　FrauwaUner［19531：Geschichte　der　indischen　Philosphie，　Bd．1，　Salzburg，1953．

　　oHackerl　1961］：PHacke4弛5励航脚α’∫oη〃zε伽αηα琵。ηDoc∫’ゼη85ん。鼎加αα∫fω1　Aηα加∫5（ゾ翫∫∫，

　　　WZKS⊂）5，1961　pp．75－I12．（KleineSchriften，　pp．167－204）

　2b置［展n展m　Cp、　b飢巨n置m　ity　a！1亘dare　saSlhτ

　3R　bhak典11　D．，Kl．：bh乱ksyam

　4P　sawa甲parya≦茎顯｝D．，K＝sawam・s曝arpya

　5紅sara恥Ca．願ara甲tilami≦ra珊bbaktam　Cs．緬alsa】r岬ti1飢a1ゆlami≦ra甲≦a串kupakv展nnam
　6utsOrya醸yi駐　Apte：one　who　s韮eeps　even　at　sunrlse　c且u毛s登ryam；c£A癒arva　Veda　Sa茎phit籔4．5．7

　7prageni翻h　　Cs．　prage茎盛6展軽pr盃taりk盃le　ni≦ikrya甲k尊av段駐ta辱

　8sa聯ka田　「種性の混合」（varりasa恥kara）については、1⊥崎元一「ヴァルナ間混1血．の理論についてま国学院雑

誌第86巻第5号昭和60年5月pp．24－50（群インド古代枇会の研究』刀水書房1986年第11童pp379－412に
収録）において詳述されている。
　9艮irantaravi忌es蕊h　Cs，：lirant縦r往vi蓉es盃h　vedavid轟m　avedavid言m　bahum査nまvam巨neca　bhed註rahi毛aprakar醸y　arthaセ

　loR　h互vam五bhara：3a甲ve婁a甲gathp　sthitim　avekSitum　　D、　haram（K．　bh盃vam）亘bhara茎ヌa親降ve＄a甲gatarp　s｛hitam

aveksltam　この句はRでは66ab、　D．では67cdにあたり、葡後の関連が異なる。すなわち、　Rは次の66cdと
関連させて、D．では先行する67ab（菰R65cd「尊敬と軽蔑において、正しく区別されることはなかった」）と関

連させて理解されている。
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　（67）　女たちは男の姿をし、男たちは女の姿をして、戯れ、性愛、気晴らしに最高の歓楽を得た

　　　のである。

　（68）　裕福な人々によって、かっては、資格ある人々に遺産が11与えられていたが、（今や）信仰

　　　なく（n盃stikyad）振る舞う人々は、（遺産油画の）資格があってもし2、（遺産に）近づくことはな

　　　かった（？ソ3。

　（69）　友入に乞われた友人はL4、利益が疑わしいところでは15、しっぽの先端の量の自分の利益

　　　のために、彼の財産を損なったのである（？）。

　（70）　（彼らは、）他人の財産を取ることを願い、旧いに従事することはなかった16。またシュー

　　　ドラたちが、蕃行を積み、高貴な種姓の中にいるのも毘られた。

　（71）　ある人々は、誓約なしに（ヴェーダを）学び、他の人々は、偽りの醤約をして（ヴェーダ

　　　を学んだ）。弟子は師匠に従順でなく、師匠の中には弟子を友入とする者もいた。

　（72）　父も母も、祭りを終えたかのごとく消耗し、年老いて力なき状態になると（aprabhuWau

　　　st糠au）、子供たちに食：べ物を求めた。

　（73）　そこでは、ヴェーダを知り、深さにおいて海のごとき英知をもつ者たちは、農耕などに従
　　　糊し、愚かな人々は祖先祭の供物を（舵ddha）食べたのであるロ。

　（74）　師匠たちは、毎朝、弟子によって使いに出され18、健康を尋ねること、（髭剃りなどの）仕

　　　事L9、指示の履行を、弟子の代わりに（？tasmin）行なったのである。

　（75）　年若い嫁は、舅と姑の面前で、召し使いたちに命令し、また、夫を呼びつけては非難し20、

　　　命令したのである。

　（76）　父は、努力してでも息子の機嫌をとった（arak＄ac　cittam）。（財産を）分与しても2i、それで

　　　も（子供は）怒るので22、（家族は？）八難な状態を過ごした23。

　（77）　火災によって、泥棒によって、あるいは王によって、財産が奪われるのを見て、友人とし

　　　て尊敬される人々さえも、憎しみのために（財産を失った人を）あざけり笑った。

　（78）　彼らは、感謝することなく、嬌仰なく、罪深く、師匠の妻と接触し、食べてはならないも

　　　のを食べるのを喜びとし、捧麟なく、活力を失っていた（むatatvisah）。

　（79）　時が経つうちに24、これを始めとする振る舞いを行なっている彼らダーナヴァのところに、

　　　住むまい、と私は考えたのである、神の王よ。

　（80）　このように自分からやってきた私を喜ぶべし、シャチーの夫よ。汝が私を礼拝すれば、神

　　　の主よ、神々は私を敬うであろう。

Hd展ya照hebhy的D・・ssen・【9・istigenl　Erbsch・食en

　L2s且恥bhave卵api　Ca．　sa甲bhave寧v　api　sati　vltt証d細nirv護hay（）gye’pi　Cp．　sarpbhaveSu　samyagal鍾varye鐸var・

tanto　v韻am蕊n蕊apl

　玉3n亘bhyavartanta　　Ca．（readi：1g　n盃tyavartanta）11翫yavartanta　p〔irv勾adatt衰n巨。　chidyajagrhu摯

　14P，　D．＝mitram　　K，　dravyam

　l5P　arthe　sarp≦ayite　　D，　arthasalp藍ayite　　K，　arthτsarpgrayate

　l6R　vまpa摯yavyavah盗ri茎ユa蟻　　D．，K．：vipa簗avyavah且r童】3a騒　　Cs．　vipa13ya耳1　prati＄id（玉ha単粟＆vaりapakv蕊nn巨di　vik■iyayレ

1ヌa13　Cs．はvipa：3yaの説明をしているが、この語はアテストされていないので、　vipaりy－avyava聴rip轟と解し
た。

　η「祖先祭の供物を食べるiことの意味について、Gallguliは次のように説明している。‘No　merl｛attaches　to

ξhe　act　offee（至i厳g　aR琵星疑erate　personノ（Ga簸gu監1＝voL9．　p．149，　f11．1）

18Rまi寧y蕊即・ahit蕊s　t・1sml…k・m・・n　9・・av・§・・h・D．≦1・蜘・p・ahit盗s　t・蜘・k・田v・・gurav・睡・vaya塒K．

≦isy展崖｝aprahit盃s　te串亘nl　akuruvan　gurava≦ca　ha

　圭gsupra611a鵬kalpanalぎ｝　　Ca．　supra雪nalp，　sukh且r巨trir　bhavat盗n｝iti　　Ca．　kalpa訂1arn　ke≦aras亘dhan褒di　．

　2σRsam衰h嚢y巨bh種a豆ρatT　D．，Kl　s践m展hv銭y展bh6a里pat｝

　21Rvyabh勾a琴癒　D．，K．：vyabh勾ac

　22s註騨ambh互d　Cp．（sa耳1saraゆp且奪h互ntare　sa単rambh亘t　krodh歪t　Cs．　salprambh衰t　putrasy盃par巨dh註t

　23Pt・th衰v・san　I）．，K．：tath百vasat

　24viparyaye「誤って（振舞う）」の意味か。　Deussen：lm　Umlaufder　Zcit　Gallgu正i：In　consequence　of＿the

reversal　oftheir　formemature（p．149）中村［1997】「以前と反対になって（漏考えを変えて）」（p．582注80）
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（81）　私を好み、私を優れたものとし、私を嬌溢し、私が八番目となる25、七人の女神は、私の
　　　ために（？！ne）八通りに26、私がいるところに住むことを願っている。

　（82）　それら（女神と）は、希望、信御、堅固、美、勝利、謙遜、忍弼であり、八番目である行儀

　　　が、これらの先頭に来るのである、パーカを教化する者よ。

（83）　彼女たちと私は、アスラを捨てて、汝の国にやってきた。内面でダルマに専心する
　　　（dhamlani噸ntar互漁asu）三十の神々の中に我々は住むであろう。

ビーシュマは言った。

　（84）　このような言葉を語った女神を、三界の聖仙たるナーラダとヴリトラを殺したヴァーサヴァ

　　　の二人は、きわめて丁重に27礼拝した。

　（85）　すると、好ましい香りをもち、膚に心地よい、あらゆる感宮に安楽をもたらす、火の友で

　　　ある風が、神々の佐鵬に吹いたのである。

　（86）　三十の神々ほとんどは、清浄な礼拝された場所に28住んでいたが、ラクシュミーに伴われ

　　　て座っているインドラを見ようと願った。　　　　　　　　　　　　　　　　．

　（87）　それから、千の目を持つ神の雄牛（インドラ）は、シュリー、友人、神々の間に住む聖仙

　　　に29伴われて天界に達し、栗毛の馬の引く馬車に乗って、歓迎されっつ神々の住居を訪ねた

　　　のである。

　（88）　その時、神に知られた勇猛をもつナーラダは、金剛を持つ者そして女神シュリーの意図を

　　　㊥gltam）心で吟味しつつ、そこ（ナーラダのところ）への栄あるめでたき訪問を、シュリー

　　　に対して讃えた。

　（89）　すると、天は輝き、自存する祖先の住居に甘露を雨降らせた。太鼓は打たないのに響き、

　　　そして、静まった方位は輝いたのである。

　（90）　ヴァーサバは、季節通りに、穀物に雨降らせ、何者もダルマの道から逸れなかった。多く

　　　の宝の山を飾りとする大地には、天界を芝居とする者たちの勝利に、妙なる音が響いた30。

　（91）　人々は、祭式を喜びとし、輝き、善行を為す者たちの道に住して、清浄となった。人間と

　　　不死の神々、そしてキンナラ、ヤクシャ、ラークシャサたちは、大いに繁栄し、安楽に過ご

　　　し、輝いたのである。

　（92）　時に非ざれば、実はもちろんのこと、花は決して木から落ちることはなかった。たとえ風

　　　によって揺るがされても。牛は、乳を出し、願望をかなえた（k盃madugha）。粗野な言葉は誰

　　　からも出ることはなかった。

　（93）　インドラを先頭にしてあらゆる願望をかなえる神々（の崇拝）と共に、シュリーへのこの崇

　　　拝を、集会で語り、繁栄を願う賢者たちは、幸運（シュリー）を得るのである。

　（94）　クル族の勝れた者よ、汝によって尋ねられた、幸運と不幸についての（bhav飴havasya）すぐ

　　　れた事例がここに語られた。今や汝は、私が語ったこのすべてを吟味して、真実に盃るべし。

［222章コ（漏D229章、8329－8453，K．236章）

ユディシュティラは書つた。

　（1）　いかなる性向をもち、いかなる振舞いをなし、いかなる知識をもち、何を自的とする者が31、

　　　プラクリティ32よりも高く永遠なるブラフマンの境地に達するのか33。（c£MBhX猛269．1）

　25P　may砥amyo　D．，K：jay亙串lamyo

　26P　me’灘d甑　D．，K、：te’stadh展　meは「私も掴めて匪の意味か。　D．，K．の読み（｛c）の方が分かりやすい。

　27P　devTm　atyartha甲　　D．，1ぐl　devτ甲p戯yarthaIp

28Rc盃助arcite　D．　v銭bhyadhite　K．　c五bhyadhitc

29P　sur繍巨D．　d・va・sil頭K，　m・ha・頭

　30sugho寧agho諏　　Ca．　sugho餌gho＄茸雲蓉obhanagfr盃（歪鳶1盃ぴ垂9hoSo　yc寧u　goku是e寧u　s盈sロgho鋒9ho頭

　31Pkhppar盃yanab　　D，，K二．：ki甲par衰kranlab

　32prakζ｛i　　Gallguli：Prαたr∫zゴ，　herc，　of　cQurse　used　in　its　largcst　sellse．（P．151，fll．1）

　33この詩舗のab句が広く流布していたことについては」．　Brough，Thc　G盃ndh顛Dhammapada，　Lolldon　Oriental

Ser並es　voL7，　pp．175．282参照。　p．175にはSuua－Nip盃捻324との類似が指摘されている。
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ビーシュマは言った

　（2）　解脱の教えに専心し、軽い食事を取り、感官を麟御した者が、プラクリティよりも高く永

　　　敏なるブラフマンの境地に達するのである。

（3）

（4）

　ここでも人はこの古画を語る。ジャイギーシャビや仙とアシタ仙との対話を、バーラタよ。

偉大な英知をもち、諸々のダルマの伝承を伝えられ34、怒りも喜びも離れたジャイギーシャ

ビや仙にアシタ・デーヴァラ仙は書つた。

（5）　汝は、称賛されても毒ばず、非難されても怒ることはない。汝にはいかなる英知があり、

　　それはどこから生じたのか。そしてその英知の（最終的な）目的は何なのか。

（6）　このように言われて、大きな熱力をもつジャイギーシャビや仙は彼アシタ仙に、疑いの余

　　地のない、すぐれた意廉をもつ語からなる清浄にして偉大な言葉を語った。

（7）　善行をなす人々の最高の帰趨、最高の境地35、寂静、それら汝が私に尋ねたことを、私は

　汝に語るとしよう、再生族よ36。

（8）　非難する人々に対しても称賛する人々に対しても常に等しく37、デーヴァラよ、義務（？
　　sa職aya）や善行を（行なったことを）隠す人々は38、

（9）　（隠したことを）言われたとしても、（隠したことの、あるいは他人の？）不利を喜ぶ話し手

　　に39話すことを望まない40。彼ら賢明な人々は、危害を加える者に対して危害を加えること

　　を望まないのである。

（10）　彼らは、得られなかったものを嘆くことはなく、時にかなったことを（pr盃ptak醗ni）行なう

　　のである。去った物事を悲しむことはなく、またそれらを思い出すこともないのである41。

（11）　カをもち誓約を為した彼らは、デーヴァラよ、嘱の前に）やって来た崇められるべき人々
　　の42もろもろの事柄に関しては（？arthesu）、すすんで（膝漁の適切に行為するのである。

（12）　学問が熟し、偉大な英知をもち、怒りを抑え、感官を制御せる彼らは、心によっても、行

　　為によっても、干葉によっても、だれも攻撃しないのである。

（13）　嫉妬なき彼らは、決して互いを傷つけることはない。そして、堅固な心をもつので、他人

　　の繁栄によって苦しむことはない。

（14）　彼らは、他人の非難と称賛とを度を過して語ることはなく、（彼らに対する）非難と称賛に

　　よって態度を変えることは決してないのである。

（15）　完全に心静まり、あらゆる生き物の幸福に喜ぶ者たちは、怒らず、喜ばず、誰に対しても

　　攻撃することはしないのである。（彼らは）心の結び目を解いて、楽しく（yath亘sukham）歩む

　　のである。

（16）　彼らには友人43はなく、彼らは他の人々の友人でもない。彼らにとって敵はなく、彼らは

　　誰にとっても敵ではない。

　34dharn1盃孕琶rn　agatagamam　　Ca．，　Cp．＝盃ga乳盃ganla【11，盗9ato　jfi註ta摯盃galno　j負亘paka理ved亘di雛

35P，K．・雌haD．融h盃
36P，K・yan　m融Pζccha・1・・i繭・D．　mahat了mξ麟tam・

　37R　samo　D．，Kl　sam互　samoと単数にした場合、　cd句との関連はどうなるのか。　cd句の主語、動詞とも複
数形（ye，　nihlluvallti（D，，K．は11ihllavanの。

　38P　ye　　D．，K．：yat

　39P　vakt謡ram　ahite　ratam　　D．，K＝vakt展ram　ah三te　h三tam

　嶺）Pvlvak＄a撮i　D．　vadisyanti　ab句の意味がはっきりしない。それは次のようである（異母は注38β9）。

　　　　　　uk臨ca照vivak＄a鼠i　vakt盃ram　ahlte　ratam／

　Deusse11：we豆che　a；玉geredeこdem　Rede1玉den　auf　UIlfreulユd圭lches　Ilicht　U夏癬eu識dliches　eruwldem　werde茎1

　中村〔19981「また、話の内容が話し手に有利であっても。1他に1不利な場合には、それを口にしないし、」
4聖P，K：1・a　c・in珈p・a㊧亘nat・D．・・a　ca｝・・pr・麟膿・pr・tij巨・・t・；M・・i・1・t・・ememb・r　s・π・w鰯y、

　42P，K．：sampr蕊pt盃11亘珊ca　p両y琶11盃m　D．　pUj益y歌1　ca　sampr琶pt巨y盃単ca

　43b巨ndhav飾　　Deussen：Allhang　Ganguli：f士ielld
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（17）　このように振る舞う人々は（rnarty醐常に安楽に生きる。ダルマを知る人々は、ダルマに

　　のみ従うのである、再生族のすぐれた者よ。この道から逸れる者たちが、喜びもし、また恐

　　れもするのである。

（18）　その道に住したる私は、どうして誰かに不満を言うことがあろう。非難され、あるいは称

　　賛されても、どうして書ぶことがあろうか。

（19）　人々は、それぞれ望む道を行くのである鱈。非難されても称賛されても、私は委縮も増長

　　もしないであろう。

（20）　真理を知る春は、軽侮を甘露のごとく喜ぶべし。賢者は、尊敬を轟のごとく常に恐れるべ

　　し。（c£Manu　2．162）

（21）　軽侮された者は、この鍵でもあの世でも万方とも、安楽に住し、あらゆる罪から解放され
　　る。侮辱する者が束縛されるのである。（c飢Mana　2、！63）

（22）　最高の境地を求める賢明な人々は誰でも、この誓約に依存して、安楽を得るのである。

（23）　感官を制御した者は、あらゆる願望（kratu）を完全に滅した後、プラクリティより高い永

　　遠なるブラフマンの境地に達するのである。

（24）　神々も、ガンダルヴァも、ピシャーチャも、ラークシャサも、この最高の境地に達した者

　　の燧元（padam）にも昇り着くことはないのである45。

〔223章］（＝D．230章、8454－8477，K237章）

ユディシュティラは言った。

　（1）　すべての世間にとって好ましく、あらゆる生き物を喜ばせ、あらゆる徳性を具えた人は、

　　　一体この地上にいるのであろうか。

ビーシュマは言った。

　（2）　ここで私は、質問する汝に、バラタ族の雄牛よ、ナーラダについて語ったウグラセーナと

　　　ケーシャヴァの対話を語るとしよう。

ウグラセーナは言った。

　（3）　見よ、盤問はナーラダは称賛に値すると考えている。彼は徳性を具えていると私は思う。

　　　かく尋ねる私に彼について語るべし。

ヴァースデーヴァは言った。

　（4）　ククラ族の王よ、私が思うナーラダのすぐれたもろもろの徳性を、簡潔に語る私から聞く

　　　べし、人の王よ。

　（5）　彼の行為め源泉は、身体を滅ぼす自我意識にあるのではなく、聖典の知識と行為との三分

　　　離にある。それ故あらゆるところで尊敬されるのである46。

　（6）　熱力をもつ47ナーラダは、実に自分の書写に違反することがない。欲望からか、あるいはま

　　　た食欲からにせよ（言葉に反することがない）。それ故あらゆるところで尊敬されるのである。

　（7）　（彼は、）大我の規定の真実を知り48、忍耐強く、力強く49、感官を制御し、正直にして真実

　　　を語る者である。それ故あらゆるところで尊敬されるのである。

　44R　tan　m…紅gam　abhigacchanti　D．　tat　tasm互d且pi　gaccha飢u　K，　tat　tasmad　adhigaccha：三ti

　45Kl、はこの後に34詩節を付加し、この章を60詩節からなるものにしている。
　46この後にD．，K，は次の詩節を挿入している。

　　　　　　arati駄rodhacaparye　bhaya騨al融l　narade／
　　　　　　ad了rghas最柱ab≦Ura≦ca　tasmat　sarvatra　p嚢」銭a辱〃

　47P娘pasvl　D．，K＝up歪syQ

　48ad卜聯mavidhi瓢tvゆa　圖様の表現は次の箇所に見られる。

　　adhy翫magatitattvゆam（MBh．XIL38．12）　adhy5tmagatilli6cayam（MBh．XII．291．9）　adbyatmagatini≦cay池

（MBh，X正し306．43）

　49≦akto　Cs．6akto　madhurav歌／
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（8）　威光によって、名誉によって、認識によって、知識によって、規律によって、誕生によっ

　て、苦行によって、彼は優れている（vτddha）。それ故あらゆるところで尊敬されるのである。

（9）　彼は、安楽を性格としてもち、よき楽しみをもち、よき食：事をし5G、注意深く清浄にして、

　　よき言葉をもち、そして嫉妬心がない。それ故あらゆるところで尊敬されるのである。

（10）　まさしく彼は慈悲を行なう。罪は彼には存在しない。彼は他の人々を財産の故に好むこと

　　はない。それ故あらゆるところで尊敬されるのである。

（1D　彼は、ヴェーダの朗唱と物語りとによって生計を得んと願っている5至。そして、辛抱強く、

　　軽べつすることはない。それ故あらゆるところで尊敬されるのである。

（12）　（彼にとってはすべて）等しい故に、妊ましい者もなく、好ましからぬ者もない。彼は心地

　　好く語る者でもある。それ故あらゆるところで尊敬されるのである。

（13）　彼は多聞にして明らかに語り、学識あり、怠惰でなく、偽りなく、高貴な心をもち、怒る

　　こともなく、貧欲でもない。それ故あらゆるところで尊敬されるのである。

（14）　財産においても、ダルマにおいても52、愛欲においても、彼はかつて争ったことは53ない。

　　彼のもろもろの欠点は完金に断ち切られている（samucchin巨s）。それ故あらゆるところで尊敬

　　されるのである。

（ユ5）　彼は、確圏とした信仰をもち、非難されざる自己をもち、ヴェーダに通じ、穏和にして、

　　迷妄と欠点を離れている。それ故あらゆるところで尊敬されるのである。

（16）　彼は、あらゆる願望に執着せず、自己に（のみ）執着しているかのように見える騒。彼は長

　　く疑うことなく、弁舌に長じている。それ故あらゆるところで尊敬されるのである。

（17）　彼は齪惚れの対象に55心をつなぎ止めること（samad的はしない。また決して自分を称賛

　　しない。嫉妬なく、確固とした言葉を持っている56。それ故あらゆるところで尊敬されるの
　　である。

（18）　彼は、世：間の種々の振る舞いを、その根本についてさえ57侮辱することはなく、（人との）

　　交わりの知識に通じている58。それ故あらゆるところで尊敬されるのである。

（19）　彼は、いかなる伝承にも嘉ばざることなく、自分の苦行を生活の糧にせずの、不毛な時

　　を過ごすことなく59、従順な性格をしている。それ故あらゆるところで尊敬されるのである。

（20）　彼は、努力を為し、英知を完成し、瞑想に（samad糠as）満足することはなく、感温に住し、

　　酩酊することはない。それ故あらゆるところで尊敬されるのである。

（21）　彼は、恥を知り、注意深く、他人の幸福のためによく時を過ごし60、他人の秘密に入り込

　　む者ではない。それ故あらゆるところで尊敬されるのである。

（22）　彼は、財産を得ても嘉ばず、得られなくとも悲しむことはない。揺るぎなき認識をもち

　　（sthirabuddhir）、自己に執着することはない。それ故あらゆるところで尊敬されるのである。

50P・・kh・きτ正・脚sambh・9的・ubh・jy絢D，，K．：s・≦軸・ukha・af∫w・≦・摯・・bh句aむ

　5聖Parth離abh辮g了写ate　D．，K．：arthま11　abhψgτ多at1　Cp．　ab晦ig了婁ati　tira‘ci｝σr§ati／　Deussen；sucht　er　sei轟en

Unterhalt　su　gewinneヨ夏（｝angu里i：He　always　seeks｛o　conquer　ail　e頗hly　desires．　罫ヴェーダの朗唱との価値が財

鷹を凌ぐことを願っている」か。
　52n盃rthe　Ila　dharme　I）．，K．：11煎hc　dhane　v籔　Ca、（n盃rthc　dh鋤e）ar｛hapad碑】pray句allapara耳、　dha負e　ceti　pμhag－

upad翫蔵互t／

53vigrah鋤Ca．　vigraha1ユ・｝≦i輿・grah簡

　54sakt羅tmeva　ca　IakSyate　Ca．≦ak飢meva（lak与yate）

　55王瓶曲1蕊曲e　D．，Kl．：k五m盃曲e

56P　dτdhasambh三関s　I），K．・m画sa嚇das
　57P　vξt直aエp　prak4e‘c～ipy　　D、，K、＝c｛荘arぎl　prek事a｛c　c費py

　58s征聯sargavidy置　　　Ca．　saIpsarg且vidy蕊gτ伍dividy巨，1aαa　bl　sa室茎1s滋yaKlte　pr震yo　jaR議辱　／　　Cs．　pr且1｝硅vidy置ku6ala媛

sarve曄m　anupraveまaku忌alo　v蕊／

　59ava監K玉hyak灘ai）　　Cs．＆va】】dhyak且lal｝sad五kaLya13akarT

　60P　SUIley雄　D．，Kl．l　lliyukta辱　sulleyal｝のMBh．XIIの用例はここのみ。
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（23）　あらゆる徳性を具え、勤勉清浄にして、落胆することなく、時を知り、よき行為を知るこ

　　の者に、誰が好意をもたないことがあろうか。

［224章61］（；D．231章（8478－8509），232章（8510－8554），K．238章）

ユディシュティラは書つた。

　（1）　あらゆる生き物の最初と最後を62私は聞きたい、クル族の長よ。禅定、祭式、時、そして

　　　それぞれのユガにおける寿命について（聞きたい）。

　（2）　世間の真実と生き物の垂来とを余すところなく（聞きたい）。そして創造と帰滅は63どこか

　　　らこのように生じるのか。

（3）　もしあなたの心（buddhi）がここで我々に対して好意的であるならば、善き人の中ですぐれ
　　た者よ、このように私があなたに尋ねたととを、私に語るべし。

（4）　かつてブリグに対して語られた画仙バラドヴァージャのすぐれた話を聞いた後、私にはす
　　ぐれた認識（buddhir　uttama）が、

（5）　この上なく徳ある、神聖な境地に住する糾認識が生じたのである。それ故もう一度私は尋

　　ねる。汝はそれを語るべし。

ビーシュマは言った。

（6）　私は、ここで汝に、質問する息子に対して尊者ヴィヤーサが語った古諏を語ろう。

（7）　ヴェーダの支分とウパニシャッドと共にすべてのヴェーダを理解した後、ダルマの完全さ

　　を児て、最終的な行為を霞みつつ、

（8）　ヴィヤーサの息子65シュカは、ダルマの意味の疑問を断ち切ったクリシュナドゥヴァイパー

　　ヤナ・ヴィヤーサに次の疑問を尋ねた。

（9）　生き物の群（bhatagr盃ma）の創造者、時の知識に関する定説66、そしてバラモンのなすべき

　　ことを、汝は語るべし。

（10）　このように尋ねる息子に対して、過去と来来を知り、一切を知り、一切のダルマを知る父

　　は、そのすべてを語った。

（11）　無始無終にして、来生の、神聖な、老いることなき、永遠にして不動の67、（その存在を）

　　推壷もできず認識もできないブラフマンが最初に存在していた68。（c£Manu　L5）

　61224章から247章まで「シュカの問い」（Suk衰11upra鋤1a）と呼ばれる章が続く。Frauwallnerは224－225章（Bombay

版231－233章）に見られる晴間の単位、世界紀の記述や自然観察に基づく創造説、植物鍵旧観、jTva説などをとり

あげ、これらの章は、サーンキや説の影響を受けていない古い層に属することを論じている。（c£Frauwalherl玉953｝

pp．U3－124；Frauwa翌lner【1929Dまた、　Pau田ackerは、224蟻の鰯造説を詳細に分析し、Manu　S嘩ti、　Kirfelの

Pura舶Pa行calakSapaのText　Groupとの比較検討を行なっている。（c£Hacker［玉961］）
　62護（iya：1ta1p　　C11，　Cp．：衰di甲sarpsarahetu甲（Cp，　kart亘ra理1），　anta町11ayasth亘11aq1（Cp，　antasth盃na肌yadv展bh〔誌蚕n亘H夏

互dir　anta6　ca　y＆sm烈£a！n　up亘d亘nak激a茎蝿鵬ky　artha辱）

　63sarga≦ca　nidhanalp　caiva　sarga甲ca　llidhaπ1aπp　caivaという読みもあり（D7，T，　G3，6，　M5－7）、この読みの方が

ここまで「闘きたい」（≦ro纏n　icc甑mi）の目的語となり、理解しやすい。　Rでは、「創造と帰滅まだけが、　prav韻ate

の主語になる。
　64divyasa甲stha…｝asa1psthit亘　　Cn，　alaロkikasvar昼palli輿h夏vatτ　　Cs．　divyar章p蕊

　65vaiy五sak晦　　C且．　vy且sa　eva　vy展saka摯，　sa切五蕊y蓋rp　k我n／tasya　ap撮yarp　va｝y衰sak鷲｝　Cp．　vy巨sasy盃patya皿va玉y置sakib

　66R　k烈勾甑ne　ca　ni≦cayam　玉）．　kakφ亘llella　lli串山itam　　K．　kを同類ne　ca　ni≦citam

　6フP，D，勾ara甲dhruvam　avyayam　K，　avyak‘am幻ara甲dhruvam　I｛ackerはavyakこa珊を後代のサーンキや説の

影響であると考えている。（H紅cker［1961：l　p．81（Klelne　Schri痴n，　p，173）

　68P　samav磁ata　D．，K：．：sa！ppravartate　玉｛ackerは、これ以降の詩簸の動詞が現在形であることなどによっ

て、sa単pr段v罎a毛eをoriginalと取っている。　sa恥pr盆v顧aIeの意味（「活動する」「存樫する」など）については、

Hacker［19611P．82．fn．4（Kleille　Schri食en，P．174）に詳述されている。
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（12）　15の瞬間（nimes亘）が一秒（k磯ha）であり、30の秒を一分（ka縢）と計算すべし。30の分と

　　一分の10番目の部分69とが一時間顛uh醸a）となるであろう70。（c£Manu　l．64，　Hopkins［1903】

　　P．12）

（13）　30の時間が～昼夜であるというのが聖人たちによって計算された数である。
　　（c£HopkiRS［1903】p，19）30の昼と夜とが一月であり、12ヵ月が一年であると書われる。一年と

　　して（太陽の）南北二っの進行を、数を知る人々は語るのである。（c£Hopkins［1903］pp．ig，43）

（14）　太陽は、人間世界の71昼と夜とを分ける。夜は生き物の72睡眠のためにあり、昼は行為の

　　活動のためにある。（c£Manu　L65）

σ5）　祖霊の夜と昼は（人間の）～田園である。それは、再び次の二つに分けられる。暗い（半月
　　は）、（祖霊の）昼であり、行為の活動のためにある。明るい（半月は）73、（祖霊の）夜であり、

　　睡眠のためにある。（c£Manu　L66，　Hahva甲≦a　506）

（16）　神々の夜と昼は（人間の）～年である74。それは、再び次の二つに分けられる。そこでは

　　（太陽が）北行ずる期閻が昼で、南行ずるのが夜である。（c£Ma礁u　1．67）

（17）　神々と世間の75夜と昼はすでに述べられた。（これから）その両者の年の長さを（va噸gram）

　　数えて、その後でブラフマンの昼と夜：とを語ろう。

（18）　まずこれら、クリタ、トレーダー、ドゥヴァーパラ、カリの各ユが期における年の長さを、

　　順に従って、語ろう。

（19）　（神々の）四千年、それがクリタ・ユガであると雷われている。それには、同数の百年の薄

　　明と同様の薄暮76がある。（c£M蹴uL69；H飽va卑≦a511））

（20）　その他の三ユガにおいては、薄明と薄暮を伴うが、千と百が一つづつ少なくなる77。（c£Manu

　　1．70）

（21）　これらが永久永遠の諸々の世界を（10k盃n）維持しているのである。ブラフマンを知る人々

　　は、あなた、永遠のブラフマンをこのように認識している。

（22）　クリタ・ユガにおいては、ダルマは四本足を具備している。真実も同様である。そこでは
　　他の何物も不正によって獲得されることはない78。（c£Manu　L81）

（23）　他のユガにおいては、（不正による）獲得のために79、ダルマは足一本つつ減少し、窃盗・

　　虚偽・ごまかしによって80不正が増大するのである。（c£Manu　L82）

　6gbh盃ga麺　　Cn，　bh亘ga暴，　bhagaりs〔iryas　tatsarpbandhτka正註y護（iagarnor｝瘡a｝｝，　tena　sah註a毎αi恥忌a轍alo　muh嚢rtaり／sa　ca

s｛iryasyaudayadud＆y置nta■apa」ryanta通y盃v亘ヨ蔵k温as　tasya写。φaヨ。琴｝忌a辱P銭donan護⊆巨catu鑓ay羅t鵬akaり／tasyap｝da6arna脚6aり

s盆dhadvavゆ≦atipa1亘tfRaka駐

　70K．はab句とcd句の間に、22に及ぶ詩箪を挿入している
7Lm盃・・S・1・・k三ke　Cp，顧rlu蜘uklke　m謹z・酬・kavyavah百re／・廊・〔｛k・ε・巨d・bh・y・v姻励／dai・lk・ゆ・am豆d・恒／

daiva　iti（st．17）vakSya斑衰rpatv五t（st，17繍st．16ま…1　the　Poona　editioll）

72R，　D．・b臨⑳Ksa甲y亘ti

　73P≦ukl癖　1＞，K．＝k卿池　夜と昼との関係に関して、　ManuはPと同じ理解を示している。
　74p，D．；vaJ＄al｝　　K．　hy　abda摯

75P，K．・d・i・・1・・kik・D．」τva1・・kike

　76sa1pdhy蕊！γ虐a6　　Cn，　sa卿dhy羅1頭a辱yug衰ntarayor　antar駄！n　　Cs．　s＆rpdhy亘鎚aもyug盃vasallak灘a垣

　77P，K．：　ek籔Pまye鷺a　sar塾y亘！｝ti　　D．　ekap轟dena　hτya鼠e　　Mallu：e｝（籔P亘yelia　varta撮e　　Cs．　ek巨P亘yena　ek＆sahas－

ralope：la

　フ8F！，1）．l　n亘dharmenagam晦ka§cit　paras　t旦sy置pr盈vartate　K．　n匪dharme瞭gama摯ka歪cid　yuge　tasmln　pr＆vartate

Manu：＿ka≦cin　nlanu撃y蕊n　pr縫vartate　N酒ga罫na　upade≦盆v衰kya単sa　c盆para琵i　vi忌e＄a瞬d　veda　eva　Ganguli＝No

kllowledge　or　o切ect　Deusselll　kellle｝3ereichen111g　中村［1998｝所得　N、　tasya　krayug盃tmalla的温mSasya

　フ9衰gamad　Deussen：info長ge　der　Bereicherullg　G註nguli：ordallled　1獣heVedas　あるいは「他のユガに至ると」

の意味か。

80P，　M・・u・caurlk盃瞭a鳴翻r　D，，K・・a・ryak謡・軍am互y翻・C・．・…y・lp　c・k盃・興・ca　k・tsit・m・嘩・恥C・．

caur且sy縦bh展va話cauryakam　醤．　m盃y蕊灘hy置di面P展
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（24）　クリタ・ユガにおいては、人々は病なく、あらゆる鼠的が達成されており、四華年の寿命

　　をもっている8㌔トレーダー・ユガなどにおいてはs2人々の寿命（vayas）は四分の一つつ減少

　　する。（c£Manu　S，L83）

（25）　ヴェーダの響胴もユガに従って減少する、と我々に83伝えられている。そしてまさにヴェー

　　タの結果である寿命と願望も同様である。（c£MBh（Bombay）．XH．261【1601，7cd，　Manu　L84）

（26）　クリタ・ユガにおける諸々のダルマは、トレーダー・ユガやその後のドゥヴァーパラ・ユガに

　　おけるものと異なっている。カリ・ユガにおけるダルマも異なっている。あたかも（それぞれ
　　のダルマは）能力に従って作られたかのごとく84である（瓢Manu　l．85c’d）。（c£M秘（Bombay）．

　　XH．261［60】，8；1）ar蕊arasarphita　l．22）

（27）　クリタ・ユガにおいては苦行が最高（のダルマ）であり、トレーダー・ユガにおいては知識

　　が最高である。ドゥヴァーパラ・ユガにおいては祭式が最高であり、カリ・ユガにおいては
　　布施こそが85最高である、と言われている。（c£Manu　1．86；Pa瘤arasa単h漁L23；V勢a　Pur的a

　　8．64）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

（28）　この（神々の）一万二千年が～ユガと呼ばれると底入たちは知っている。この～千回の繰り
　　返しがブラフマンの昼と言われている。（c£Manu　L71cd，73ab；r夏adva噸a　515）

（29）　同じ長さの夜とがブラフマンの一日である86。その（昼の）最初に一切を支配する者は（vi話vam

　　了≦vara尊）、帰滅（夜）の時には大我に87入って眠り、夜の終わりに目覚めるのである。（c£Ma田

　　L73c；｝Iarivarβ茸a　532）

（30）　ブラフマンの昼は千ユガを終わりとし、夜も千ユガを終わりとする、と昼と夜を知る人々
　　は知っている。（c£MBh．VBO．7，　Maτ】uS、L73ab，　Hopkins［19031　p43．）

（31）　夜が終わる時閏覚めたブラフマー神は不滅なものを変異させ88、大存在89を創造する。そ
　　れから顕現を本質とする心（maRas）を（創造する）go。（c£Manu　L74cd）

（32＞　ブラフマンは熱き精液である9蓋。この一切σ）世界はそれに属している。この唯一のものか

　8iab句で意味がまとまらず、　c句の最初の語、すなわち「クリタ・ユガにおいては」（kロe）までで一まとまり

の意味となっている。
　82P　U・et衰d玲v　cξCS農Ip　　　I）．，K，＝trctayugc　tv　ele寧置粟罫

83Rh・a・a・穣l　ca紬D」1ra・a・面ha　na摯王く．　hrasan軸a　naり

84P，K・dha・m員y・｛h盗≦・k晦匪i・・D．・ξ・画1　y・g・hr5測lu痴patai3

　851㍉K．＝d蓑naln　cva　　1）．，　Manu：d蓑罵獄！n　eka！P（Mam11．86d’）

　86P　r五tris　t註va直tithT　br盃hrnT　　王），　r展tr量鷺1　et銭va吐τrp　caiv～｛　　｝（．　r匪trIs　tu　t衰vaIτbr老｛hrnτ

　87P’dhy展tmanl　　D．　dhyaliai丑　　1〈．’tτ11羅nan｝

　88pratlbuddhQ　vikumte　brahm盃kSayyalp　「人格的なブラフマー神（男性名詞）が根源的物質（ak＄ayyamすなわ

ちブラフマン中性名詞）を変異させて懸造を行なう」という趣旨であろうか。しかし、以下の記述においては、

brah顧とbr＆hm鋤の両者が明確に区別されているとも思えない。（c田opkins〔Great　Epic｝pp．141－42）Hackcrは

31－35詩節に混乱があると指摘し、3】ab，および32－34詩節を後の挿入と見なしている。（c£｝lacker【19611p．83

（照eille　Schrifte蟻，　p．！75）　a爲ayya恥の用例はM13h．XHではここのみで、またMa；1uにはvikurute　brahm獣町ya【p

はない。ak§ayya脚のヴァリアントとして註vyaklほmがあり（MI，6，7）、この方が、　m段11asのvyak醸makaという形

容と対応しているが、後の改訂か。Frauwalhlerは、　nichtsa眺hyistlschen馳xtcの翻造説として、この詩節から第
33詩節までを取り上げている。（c£Frauwalhieri／l925】，pp．51－52（Klehle　Schrlft㈲，　pp．38－39））

　891nahad　bhUtRm　N，　mahad　bh醸am　aharl】補ra町1　s白atc

　gotasmad　vyak鳳maka甲In鋤癖　Pp．，K．ともこのように読んでいるが、　Hackerはヴァリアント（K7，D4，9＞か

ら、vyakt亘vyak認makaOl　man晦という読みを取り上げ、これを採用すれば、第33詩節の内容と矛盾しなくなる
と論じている。（c£1｛acker［19611p．85（Kle｝11e　Schriftcn，p．177）　1）．231章はここで終わり、次の岡三は232章の

第1詩節となっている。K．は今一の章が継続している。
　9更brahlna　t句onlaya甲6ロkraOI　CI1，　brahllla　H｝ahattattvaln　　Cp，　brahlnavy瓢pakani　　Cs．　brahHla　caitany亘dhi磋hita窯｝

む1iallam

　b麟maの性質として類似の表現は、
　　　　　　pum蚕叩r癖patis　tatra雪ヒ塞kra熈句omayar∫l　vidし晦〃（MBh．XII．i83．15）

　　　　　　brahma　Icjomayalp≦u痘a単yasya　s銭rvaIn　ida【p　rasalユ／（酸BhXIL232．9）

　　　　　　mama　calva　prabh蕊ve訂蔵abrahma　tejo職aya！3≦ロ。海〃（MBh．X玉L320．34）

　Hackerはjagatの訓読rasat3，　rasalpに注渇し、この語をorigina1の読みと捉え、ジブラフマンは熱き精液であり、

この世界はその放出である」という読みを提示している。（Hackerl19611pp．86－87（Klcl！｝e　Schrifte1玉，　pp．178－179）
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　92P，D．＝ekasya　bh嚢ta町l　bh｛｝tasya

brah鵬ab埴tasya）brahmabh巌tasya　brahmacaitany盃dhi輿hitasya
　93P，K．：　v孟dyay亘　　D．’vidy旦y亘　　Ca．　avidyay盃g田津a症ay且mayy且prak準Tty亘div員cyaya　　C11．　avi〔玉yayety　maha｛一

tattvas頭pi　k…セa1埠m　uktam／　avid頭についてはHopki…｝s〔Great　Epic】p．141参照。　Hackerは、　pu曲｝lc　Sa甲khya

やVeda燃学派との関連から、副dya頭を取るdc£Hacker［19611p．89（K正eine　Schriften，　p．181）

　94P　mah訪h眞tam．　D．，K：mahad　bh環am　この詩節では、　ma疽bh漁とmallasは同一のものとされていると

理解できるが、そうすると、第31詩舗のギ大存在から心が創造される」という内容と矛盾が生じる。従って
第31詩節の脚注のようなHackerの提案がなされることになる。（cmacker［19611p．88（Kleille　Schri食en，p，180），

Frauwalhler［19531　p．121．）いずれにせよ、このあたりの記述には混乱があるようである。

　95abhibh通ya　Cp，　abhibhOya，　aidyay亘sHh＆互tmava話a甲vldh渥ya；　Cs．　abh｝bh鳶yak＄obhayayitv亘

　96sapta　Ca．　sapta　buddhyaha眺亘rapa猛camah亘bh徳川khy五n　Cs．　sapta　mahadahaゆk盃rapa行ca£a韮顯護trasa趨砿n

　97P，D．：s壌坤vlkuru覧e　K、　s姻珈na　kurute

　98P，K：．＝≦abdo　gul詳。　m且ta尊　D．，Manu：6abd盆（⑪gmユa奪widψ

　9gP，D．：spar60　gupo　mataな　K．　spar6agu飾単vid晦　Manu：spar6ag購）ma紬

100P，D．l　roci串叩　　K．　roci興ur　Mallu：jyotir

Lo1R，K：lyotirbh通ta甲tamonudam　D．jyotir　bhavati　bh亘svaram　Manu：viroci§りu

LO2p，Ma澱u：ga遊dhagu唾bhσm癒　　D．　gandhas芝aぬ夏bh〔1mぬ　　K，　ga11dhavaha　bh〔｝m海

圭03P瞬val＄護・醜・・y・t・D．・arve蜘・購i…y・t・KP看・ve蜘噸i…y・圭・M撚ky頃・嘩議dit・り（M・nu

はb句も異なった読みを伝えている。
1㏄P，K・g融解P。wasy・p丘・v・sya　D．・aw・・yap贈・・y・

Lo5P　y衰vat　titharp（y籔vatitha珊と読む。　）yad　y＆t　tat　tat　t翫vadgu13arp　I），　y五vad　ya裏h互yac　ca　taUat　t且vad　gup且瑚　　K．

y盃vad　gu：，a甲yad　yauat　ta｛臓vad　g田｝aka甲　Mallu：（cd）yo　yQ　y護vatith廊ca斡a甲sa　sa甑vad　gu：｝鈎s購ta奪／ab句も

M8hとは異なる読みを伝えている。
圭06anaipu瞭t　N．　anaipu頒dτ宅l　m亘rkh衰瞬m　ev嚢y単P最rvapak＄）na　vldu興p　k羅瞭d匪dτ瞭！P

l（ηP．亘po　v澄yu甲ca　sa瞬rltam　quad　I）．，Kl　apa甲v亘yo忌ca陥甲≦rltam　Pの盃po（nom，　P1）は読みにくい。罫そして

水は風に依存して香をもっと知覚される」という意味か。
ミ08P　ete　tu　sapta　pur瞬　D．，K，：ete　saptavidh蚕t漁；｝o　ボ七種のプルシャ」については、　Ropkins［Great　Epic｝p．142

参照。

lo9P　mah亘tm亘nam　D．，K．：m且ham盃！ユ。　hy

圭圭o 垂浮窒部Ja　ucyate　　Cs．　putτatvena　6a裏う［ratvella≦ayitしlr｝1蓉akta　iti　puru學匪毎

玉圭正R≦rayal｝衰。　chalう［raql　　D，≦a百rarp　grayaり展d　　　｝（．忌rayaP巨。　char1rτ

112 ・潤曹＝・jtmakam　Cn，　Soφa6a，　pa五ca　sth轍abhUtanisamallask展鷺y　ek展da6endrly蚕13i　c£Hopkins［Gτeat　Epicl　p．169．

　　ら92動くものと動かぬものからなる第二のものが生じたのである。

〈33）　昼の始めに目覚めた（ブラフマー神は）、知識によって93樵界を創造した。最初に、顕現を

　　本質とし素早く動く心（【nanas）という大存在を94（創造した）。

（34）　ここで（ブラフマー神は）、光をもつもの（＝心）を支配しつつ95、七種の96精神的なものを創造

　　した。遠くまで行き、また横滑な方向に行き、願望と疑聞を本質とする、（c£MBh．XH．187．36ab）

（35）　心（manas）が、（ブラフマー神の）創造の願璽に突き動かされ、劇造物に変異するのであ

　　る97。それ（心）から虚空が生じた。その特性は音声であるとされる98。（c£Ma撒L75）

（36）　虚空が変異することによって、あらゆる香を運ぶ清浄にしてカある風が生じた。その特性
　　は接触であるとされる99。（c£Manu　1．76）

（37）　また風の変異によって、暗闇を押し退け輝ぐoo光の元素がゆそこに生じた。それは色を性

　　質とすると言われている。（c£Manu　1．77）

（38）　また光の変異によって味を本性とする水が生じた。水から香りを性質とする地が（生じ
　　た）102。これが最初の創造であると書われているLO3。（c£Manu　1．78）

（39）　先に生じた元素の性質は鵬それぞれ後の元素に達する。それらはそれぞれ、それぞれに先

　　行ずる元素の性質をもつ聖05と伝えられている。（c£Manu　1。20）

（40）　水の中に香りを知覚して、（水に）香りがある、とある人々が言うならば、それは通達せぬ故

　　であるLO6。それ（香）は、地のみにあると知るべきである。水と風とに依存するとしても107。

（4D　これら七種のプルシャは108、それぞれ様々なカをもっていたが、完全に集合することがな

　　ければ、生き物を創造することはできなかった。（c£Manu　1．19a）

（42）　それらは、相互に依存しあって偉大なアートマンにlo9至った後、身体という依り所に到達

　　する故に、プルシャと言われるのである照。

（43）　依り所であるから身体であるm。それは、形をもち十六のものを本性としているu2。それ

　　　　　　　　　　　　　K．ekasya　brahmabh嵐asya　Ca．　ekasya　bh覆am，　ekasm勾」釜tam　　Cs．（ekasya
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　　にし13大きな諸元素はH4機能と共にほ5入り込んだ。（c£Manu　L　17cd；18ab）

（44）　そして、あらゆる要素と共に瀬著行を実践するために（生き物に入り込んだ
　　（？））（c£Hopkins［Great鞠lc｝p．113．）。大きな元素を最初に創造した者、彼こそを人々は造物

　　主と言った。

（45）　彼こそが生き物をH7創造したのである。彼こそが最高のプルシャであるn8。不生のブラフ

　　マー神（たる彼）は、神・聖仙・祖先・人間を創造したのであるl19。

（46）　諸々の世界を、川を、海を、方位を、山を、木を、人・キンナラ・ラクシャを、鳥・家畜・

　　野獣・蛇を、変化するものとしないものを脚、そして動くものと動かぬものの二種を（翻造

　　したのである）。

（47）　これらは、以前の創造においで21果たした機能（ka㎜副と同じ機能のみを、繰り返し創
　　造されても果たすのである。（c£Manu　1．28）

（48）　有害と無審、穏和と無慈悲、正義と不正、真実と虚偽、（これらは以前の創造において）創

　　造者が考えたもの玉22である。その故に、彼（創造者）は、（この創造において）それを望むので

　　ある。（c£Ma澱L29）

（49）　もろもろの大元素123、感官の対象、形における多様さ、そして、（これらと）生き物との結

　　合を更24規定するのは創造者のみである。

（50）　行為を知るある人々は乱25、（結合を規定するのは）人の行為である、と言った。他の賢者は、

　　運命である126と雷い、元素を考察する人々は圭27、自性である至28、と言った。（cLMBh．XH．230．4）

（51）　人間の行為と運命とは、結果・行為・』自性によって（異なる？）。ある人々は、区別すること

　　なく129、これら三種は刷ではない130（と言った）職。

li3P　Iad　I）．，Kl　tam　Cp．　ta環pし正田＄am／tad｝tφ蚕lhe臨gagarτram／　N．芝ad　lゆ磯he　s山戯a甑灯r漬pekSay衰kl了batva琴ユ

tadが指すはずの中性単数の語は、文脈からは「身体」以外にはないが、それで意味をなすか。
葦聖4bhUt衰1｝i斑ah羅擬i　c貰1．　bh斑盃nl　s菖ks舳11，田al｝匪1薫maha毛tattv蕊ni　bhukt展v16istakamasahi棄魏／bahutva騰

pratipuruSa！p恥ahad衰dτ11盃卑bhh猫atvapratip衰dan匪rth註m／

三毫5saha　karman籔Deusse童1＝mitsam曲rer　FunktiQ11

蓋圭6P　sa■vabh〔玉t匪11i　c盃d置ya　　D．，K．：sarvabh〔三選】1yup羅d衰ya　　Cs．　sarvabh醗t護ni　caturvi甲きatitattv巨：樋／…｛d蕊ya≦arlratvena

SV了k斌ya

1…7bhU面1i　bh百倣m盃という異読もある。（K7，D4，9）そこでは、　bhU倣ma11は創造者の呼称として用いられてい

ると理解される。
l18PJ〈．：sa　eva　puru争a毎para駐　　D．　sth…lvar亘りi　car亘13i　ca

LLgP，K：勾ojanayate　brahm蓑　1）．　tata摯s窃ati　brahma

120avyaya珊ca　vyaya琴1　caiva　Cs．　y置v飢ka1P夏vas撫ayi　gaga1癒dik＆m且vyayHm／vyaya難da鱒amIl≦akadi／
L21 垂駐Wksζ瑛y亘ql　　Ca．　pr匪ksζS些y五rP　pr互＆lanmalii　quad　Cs，1）r且ks馨響y亘rp　P廼rvakalpe　　Cn．　pratika且pa：罫sζ興ivairOpye

㎏ah盃n詠顧bhy亘gamau　pras勾yetほm
童22R　at・yan　m・1騨・dh展蟹D，K．：t・dbh蕊・i鋤pra卿y・・t・

正23mah巨bh綴eSu　Cp．驚1ah夏bhOtesu　mahabh通tak盃ryesu　dehe串u

圭24villiyo9我櫛　　Cn．　viniyoga1p　bhok建bhogyabh資ve茎董a　sambandham

125P，Kl．l　kaτ鵬avldoja11紬　D．　karmasu　m互nav漁　1）．の読みは、　PのXII．230．4bと岡じである。

江26daiva恥　　c£HQpkins【Great　Epid　P．104．

三27bhOtacl｛｝tak油　Cs．　bhOtacintak的10kayatik的　MBh．XI王におけるbh逼t＆ci茸｝tak的の用例は、以下の2例であ

る。これらの用例から、bhOtaの意味は罫元素匪と考えられる。

　　　　　　mah盃bh唾t盃11ip舗cetl　t蕊韮圭y註hur　bh概acin蕊ak碑／／（MBh，XIL267．4cd）

　　　　　　pa鋲cama甲sargam　ity　ahur　bhautikarぎ由h戯acilltak覇〃（MBh．XIL298．20cd）
圭28svab輪唱va甲　　C段．　na　hi　puruSak羅rada｝vasahasre1葺pi蓉ik釜sv　a撫kuraras段va辱／tasm巨t　svabhavo’p孟k蕊rapa甲pμhak／

…29PP．11aviveka甲tu　keca：la　K．　av｝vekal，　kathalpcalla　MI3h．XII．2305ではavivekam。　navlvekaという語形に

ついては、Spe加r，　Sallskrh　Sy；｝毛ax，403（p．317）参照。

13Gaprthagbh濫譲　　Cll．　ap準hagbh昼t…玉iti　padacchedaり

z3LMBh．X玉1．230．5にパラレルが見られる。それは次のようである。

　　　　　　paum串a卑karma　da1vaKIl　ca　phalav顛svabh我vatalソ

　　　　　　ぱayamαa｛p顧ag　bhOtam　avivek即搬kec田1a〃（MBh．XII．230．5）
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（52）　ある存在がこのように霊界を創造した、また、このよう（に創造したの）ではないと圭32、行

　　為に住する人々は（世界の原困を）様々に言い133、真理に催する人々は（sattvastha）、（高温の

　　原因を）一つと見るのである（samadar≦inψ）。＠MBh．XH230．6）

（53）　苦行は人々にとって最高のものである。その根本は自制と平静である。それ（苦行）によっ

　　て、心（manas）によって願う望みの一切を獲得するのである（53c幽MBh．X霞．230．9cd）。

（54）　（人は）苦行によって、世界を創造した存在をL34を獲得するのである（MBh．X薮．230．／0ab）。

　　彼はその存在になり、一切の生き物の主となるのである。（c£MBh．X兀230．10）

（55）　（以前の創造において）聖明たちは苦行によって昼夜ヴェーダを学んだ135。（その結果）無始

　　無終の永遠の言葉が自存者によって創造されたのである136。

（56）　（ブラフマンの）夜の終わりに137生れた聖仙たちの名前、そして諸々のヴェーダにおける創

　　造物138、それらを彼は彼ら瞬時に与えたのである139。

（57）　名称の相遠、苦行・行為・祭式と呼ばれるものは、樵間における完成である玉葡。しかし、

　　精神の完成は圏、ヴェーダにおいて十段階に圭42述べられている。

（58）　ヴェーダを知る者たちによってヴェーダの文章の中に語られた秘密は、その終わりにおい
　　て143、正しく順序に従って團、記されている。（c£MBh．12．230．11）

（59）　ヨーガに達しない者には14）、この行為より生じ、対立を含んだ別々の状態がある。しかし
　　　自己を完成した認識者は、たいていの（行為の）カを捨て去るのである146。

（60）　音声のブラフマンと最高のブラフマンという二種のブラフマンが認識されるべし。音声の

　　ブラフマンに習熟した者が最高のブラフマンを理解するのである。（c£Maitr勢晦Up．622，
　　琵opkins［Great　Epicl　pp．45，90．f瓶2，｝｛aas［19221No．676（p．37））

［224章未完】

主32王≧eva【n　etac　ca匡1a童va耳l　ca　yad　bh最ta【｝1　s虚縦£e　jagat（K．　daiva【｝1　instead　of　Iユaivarp）　　1）．　etarll　eva　ca　naiva警｝ca夏la

cobhen亙nubhe撚。撲　PとD．は読みが金く異なるが、書っている内容は、「世界原霞にはいろいろな説がある」

という点で同じである。そうであるとすれば、D．の表環の方が整っていると見なし得る。
133Pkarmastha　vi番amaπ下由r廼y癖　　D．，K，：karmastha　vi与ayarp　br通y癖　　Ca，　ye　karm且sth且aihikap盃r巨1auk｝kakarma－

pradh亘n展s　te　vlSama胆11亘】lar通pa卿jagatk盃ra孕arp＿　　pr互hし1恒　　CI1．　karmasth亘ity盃rhat翫n夏rp　yaugika琴｝11まma／te　hi

karm職akav同軸d　eva　jτv巨1！鋤まba正1dha蔭，　taρ直諭1蚕rohai織dlτ1夏f1三【jar亙khyel！aca　d｝1arme亙！a　moksa猷vada1癖

134 凾≠п@bhOta甲　　　Cs．　yad　bh爵醸！難pararn護In1衰

135adhyai串ant＆　Cn，　adhyalSallt註，　pr蚕幻allmanyad撒盗11　yogabaiel｝aiva　sm尊avallta駐

136utsrst互　Cs．　utsrsta　s顧vocc轟rit亘

137P　6arvaryante騨　D．！1匪n潰r⑫a皿　K，は順1ユ説pa理の代わりに醸ma而pa甲caという読みを伝えている。
namar蔭paに麗しては、　Hopkiヨ瑚Great　Epicl　p．178．fn、2、　Haas［1922】No．19（p．8）参照　Cn．6arvaryan毛e　sargadau

Cs．§arvaryante輿P亘rvakalpe興
美38ve（玉e輿sr輿aya取　　Cp，　deveSu　devasargar巖P註騒／P…彗h盈11tare　vede§u　d馨卑aya摯，　vedaprQkt羅11ijf竃！颪！li

　D．はab句の後に次の詩簾を挿入している。

　　　　　　　n盃n…捕pa1p　ca　bhOt衰1町亙karma蜘．皇ca　pravartallam／

　　　　　　　veda盃bdebhyaev亘dau　11玉r買li由了te　sa鳶vara摯／

　　　　　　　n盈madhey蕊ヨ夏i　carsi⑫耳1　y奮ca　vede輿s興ayaり〃

王3gP綴ny　evaibhyo　dad亘ti　sal｝　　D．，K．＝a尾｝yebhyO　vk玉adh…｛ty寄a睡

140P　11盃mabhedas　tapa昧armay勾面khya　D，　namabheda｛apa昧ar夏ηay毎臨khya　N．　bheda毎・一・9亘rhasthya籍玉iti

y護vat

疋4正翫蕨1asiddhis　　CI1，翫鳶1asiddhi摯盈tIIlallo【nuktiり　　（〕P．…ltnlasiddhi蟻歪arlr蕊divailakSa韮ユye簸謡vasth且aaHI　　Cs．（readiag

－siddha恥）置tmas｝ddha海vede郡siddhasvarupa恥

圭42d撫bhi駄・・m・晦Cp．　d・≦・bh敏・・m・頗・・麟・恥

互43tada煎eSu　Ca茜p．　allte§u　ved蚕撮esu，　upaIliSatsu　｝｛opklasもこの語をウパニシャッドと捉えている。（HQp－

kins〔Great　Epic】P93）

夏44kramayogena　　CI1．　kramayogella　pαr＞oktella　n裂m蕊dida≦akena　　Cp．　a鉦盈catv籔rllpきat　sarpsk言r羅Pまde1ユa　　Cs．

sa恥prad衰yasambandh．elia
145P　v三yogiI1硝　　D．’pi　deh三nal｝　K．　h重dehi訂｝韻　　Ca．　v｛yogl照陰yog和r和藍rna‘磁

146R巨tmasiddhis　tu　vijh護t互jah翻pr五yaま。　balarll　D．捻m　atmasiddhlr　vlj蚤五n旬jah亘ti　pumSo　ba【盃t　K．議tmasiddhis

tu　v櫛衰n碕jah亘ti　pr議ya糞。　balam　Ca．　atmaslddh車戸arτr翫divai韮ak＄alユye1ユavastha｝ユam／s亘v鱒蚕t盃satT　b＆1a卑karmabal且理

6abalit衰tm鼓dar忌allapi｝ala！函ah盃ti　ty勾ati／prほyograha瞬」τvan貰nukt羅vasth農y巨1｝1　bhoktavya甲karmapha豆am　a無両allTte／

bh衰vikarmaphalaql　vi煎yate，貢學ara　iva　b酉avapallanl　iti　　C茎〕．＆balat　a1｝irv蕊cyader勾fi置n五t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2000年5月25日　受理）


